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貸借対照表 
 

令和５年３月３１日現在 

（単位：千円）

科　　　目 本年度末 前年度末 増減

固定資産 6,692,059 6,698,405 △ 6,346

　有形固定資産 6,171,783 6,250,928 △ 79,145

　　　土地 4,148,026 4,148,026 0

　　　建物 1,748,126 1,802,510 △ 54,384

　　　その他の有形固定資産 275,631 300,392 △ 24,761

　特定資産 128,188 110,000 18,188

　その他の固定資産 392,089 337,477 54,612

流動資産 1,208,998 1,460,789 △ 251,791

　現金預金 1,149,335 1,407,718 △ 258,383

　その他の流動資産 59,663 53,070 6,593

資産の部合計 7,901,057 8,159,194 △ 258,137

科　　　目 本年度末 前年度末 増減

固定負債 465,711 539,223 △ 73,512

　　　長期借入金 104,360 169,382 △ 65,022

　　　その他の固定負債 361,351 369,841 △ 8,490

流動負債 960,225 1,077,952 △ 117,727

　　　短期借入金 65,022 65,182 △ 160

　　　その他の流動負債 895,203 1,012,770 △ 117,567

負債の部合計 1,425,935 1,617,175 △ 191,240

科　　　目 本年度末 前年度末 増減

基本金 9,101,240 9,132,841 △ 31,601

　　　第１号基本金 8,872,240 8,913,841 △ 41,601

　　　第３号基本金 90,000 80,000 10,000

　　　第４号基本金 139,000 139,000 0

　　　繰越収支差額 △ 2,626,119 △ 2,590,822 △ 35,297

純資産の部合計 6,475,121 6,542,019 △ 66,898

負債及び純資産の部合計 7,901,057 8,159,194 △ 258,137

資産の部

負債の部

純資産の部
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■貸借対照表比率 

 

 

≪資産の部≫ 

有形固定資産については、短期大学の空調設備更新工事に伴い既存の設備を撤去したことに

より、建物が減少しています。 

特定資産は、川口学園奨学基金および退職給与引当特定資産の増額に伴い、第 3 号基本金

引当特定資産と退職給与引当特定資産が増加しています。現金預金を特定資産化したことにより、

流動資産は減少しました。 

その他の固定資産は、有価証券の購入と長期貸付の実行により、前年度末より増加しました。 

その結果、資産総額は 79 億 106 万円となり、2 億 5,814 万円減少しました。 

 

≪負債の部≫ 

固定負債は、長期借入金を短期借入金に振り替えた分減少しています。 

流動負債については、学生数の減少に伴い前受金が減少しました。 

負債総額は 14 億 2,594 万円で、1 億 9,124 万円前年度末より減少しました。 

 

≪純資産の部≫ 

第 1 号基本金は施設・設備の更新により取崩しとなり前年度末より 4,160 万円減少し、第 3 号基

本金は川口学園奨学基金の増額に伴い増加しました。基本金総額は 91 億 124 万円となりました。

繰越収支差額は、前年度末の△25 億 9,082 万円から 3,530 万円減少し、△26 億 2,612 万円とな

りました。 

純資産合計は、64 億 7,512 万円となり、前年度より 6,690 万円減少しました。 
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